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1   

応
援
団
設
立
ま
で
の
歴
史
や

経
緯
、活
動
内
容

関
西
大
学
応
援
団
は
１
９
２
２

（
大
正
11
）
年
４
月
、
関
西
大
学
が
新

学
制
に
よ
る
大
学
令
を
受
け
、
前
身

で
あ
る
「
関
西
法
律
学
校
」
か
ら
大

学
の
認
可
を
受
け
た
年
に
創
設
さ
れ

た
。
応
援
団
団
歌
に
も
詠
わ
れ
て
い

る
そ
の
年
は
、
関
西
大
学
に
と
っ
て

大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
、「
学
理
と

実
際
の
調
和
」
や
「
国
際
的
精
神
の

涵
養
」
な
ど
、
当
時
の
大
学
当
局
の

理
念
が
教
育
内
容
の
充
実
と
し
て
強

く
打
ち
出
さ
れ
た
。
９
月
に
は
そ
の

理
念
を
反
映
し
た
関
西
大
学
学
歌
が

制
定
さ
れ
、
翌
年
４
月
に
は
、
学
生

歌
が
誕
生
し
た
。

１
９
２
０
年
代
は
、
体
育
奨
励
の

も
と
、
運
動
部
が
黄
金
期
を
迎
え
、

応
援
団
の
存
在
も
ま
た
力
強
く
成
長

を
遂
げ
た
。
特
に
相
撲
部
が
全
国
学
生
大
会
で
優
勝
し
た
際
の
熱

狂
ぶ
り
は
記
録
に
も
残
っ
て
お
り
、
応
援
団
に
よ
る
激
励
や
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
の
声
援
が
試
合
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。
１
９
２
４
年

に
は
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
と
し
て
紫
紺
（
ア
ス
タ
ー
パ
ー
プ
ル
）
が

採
用
さ
れ
、
応
援
団
旗
に
も
反
映
さ
れ
た
。
ま
た
、
１
９
３
３
年

に
は
応
援
団
の
象
徴
で
あ
る
「
千
成
瓢
箪
」
が
製
作
さ
れ
、
戦
時

中
に
は
通
信
隊
の
兵
士
た
ち
が
戦
地
へ
の
守
り
札
と
し
て
持
ち
去

る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

戦
後
、
１
９
４
６
年
に
応
援
団
は
復
活
を
遂
げ
、
当
時
団
長
を

中
心
に
５
０
０
名
の
学
生
が
千
里
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
い
、
結
成

式
を
実
施
。
１
９
５
２
年
に
は
団
旗
・
千
成
瓢
箪
の
保
護
と
親
和

の
た
め
「
親
衛
隊
」
が
誕
生
し
、
１
９
５
４
年
に
は
応
援
活
動
を

支
え
る
吹
奏
楽
部
も
創
設
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
団
報
が
創
刊
さ
れ
、

団
の
活
動
を
広
く
社
会
に
も
伝
え
る
役
割
を
担
っ
た
。

１
９
６
１
年
に
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
応
援
団
近
代
化
の
一
環

と
し
て
バ
ト
ン
・
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
が
創
設
さ
れ
た
。
後
に
一
時

休
止
を
経
て
１
９
８
０
年
に
再
始
動
し
た
。

ま
た
、か
つ
て
の
指
揮
部
と
親
衛
隊
が
リ
ー
ダ
ー
部
と
し
て
統
一

さ
れ
、
リ
ー
ダ
ー
部
、
吹
奏
楽
部
、
バ
ト
ン
・
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部

の
３
パ
ー
ト
体
制
と
な
り
、
バ
ト
ン
・
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
は
、
１
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９
９
８
年
に
は
バ
ト
ン
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
へ
と
名
称
を
改
め
た
。

時
代
の
変
化
に
応
じ
て
応
援
団
の
あ
り
方
も
進
化
し
、
２
０
１

４
年
に
は
バ
ト
ン
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
、
２
０
１
６
年
に
は
リ
ー

ダ
ー
部
か
ら
女
性
団
長
が
誕
生
。
伝
統
を
守
り
つ
つ
新
た
な
形
を

模
索
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
現
在
関
西
大
学
応
援
団
は
リ
ー
ダ
ー

部
・
吹
奏
楽
部
・
バ
ト
ン
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
三
部
構
成
で
活

動
し
て
お
り
、
団
員
数
は
１
７
０
名
に
も
及
ぶ
。

2   

大
学
・
学
生
等
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
か

現
在
、
関
西
大
学
応
援
団
は
１
０
３
代
を
迎
え
、「
繋
」
と
い
う

活
動
方
針
の
下
、
大
学
行
事
や
応
援
活
動
な
ど
、
母
校
関
西
大
学

の
た
め
に
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

応
援
活
動
に
お
い
て
は
、
硬
式
野
球
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
中
心
に
、陸
上
競
技
、準
硬
式
野
球
や
そ
の
他
の
体
育
会
の
応

援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
と
な

れ
ば
、
全
国
の
会
場
に
赴
き
、
関
大
を
勝
利
に
導
く
た
め
に
応
援

し
て
い
る
。
学
校
行
事
に
お
い
て
は
、
入
学
式
・
卒
業
式
・
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
演
舞
演
奏
を
披
露
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
ま
さ
し
く
「
関
西
大
学
行
く
と
こ
ろ
応
援
団
あ
り
」
を
体

現
し
て
い
る
と
い
え
る
。

3   

大
学
内
外
の
反
響

関
西
大
学
応
援
団
は
、
現
在
大
学
内
外
か
ら
大
き
な
注
目
を
集

め
て
い
る
団
体
で
あ
る
と
い
え
る
。
大
学
内
で
の
反
響
は
先
述
の

と
お
り
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
学
外
に
お
い
て
も
、
企
業
か
ら
の

演
舞
演
奏
の
依
頼
や
、
テ
レ
ビ
な
ど
か
ら
の
取
材
依
頼
な
ど
大
き

な
注
目
を
一
身
に
浴
び
て
い
る
存
在
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
関

西
大
学
応
援
団
は
全

国
の
模
範
た
る
べ
く
、

時
代
に
応
じ
た
応
援

ス
タ
イ
ル
を
追
求
し

な
が
ら
、
伝
統
と
誇

り
を
胸
に
歩
み
を
進

め
て
い
く
。
そ
の
一

助
と
な
る
べ
く
、
監

督
で
あ
る
私
自
身
も

邁
進
し
、
支
援
を
惜

し
ま
な
い
所
存
だ
。

関西大学応援団のパフォーマンス
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「
大
根
踊
り
」
で
知
ら
れ
る
東
京
農

業
大
学
全
学
応
援
団
の
設
立
は
94
年

前
の
１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
６
月

19
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
時
の

名
称
は
、「
東
京
農
業
大
学
全
学
学

生
応
援
団
」。
団
則
や
団
旗
も
制
定

さ
れ
、
団
旗
を
支
え
る
旗
竿
は
、「
皇

室
の
警
護
や
公
式
儀
式
に
儀
仗
し
た

近
衛
騎
兵
の
槍
」
を
下
付
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
本
学
が
設
立
さ
れ
た

１
８
９
１
（
明
治
24
）
年
か
ら
間
も

な
い
明
治
30
年
代
に
は
、
そ
の
時
々

で
は
あ
っ
た
が
、
す
で
に
運
動
部
の

対
外
試
合
で
全
学
生
が
団
結
し
て
応

援
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
１
９
１

３
（
大
正
２
）
年
に
は
応
援
の
統
制

を
と
る
た
め
に
初
め
て
応
援
団
長
が

選
ば
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
の
中

で
、「
永
続
性
の
あ
る
学
生
活
動
の
拠

り
所
と
す
る
た
め
、
応
援
活
動
を
学
校
当
局
に
認
可
さ
せ
る
」
と

い
う
学
生
の
思
い
が
応
援
団
設
立
の
端
緒
を
開
い
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
本
学
の
応
援
団
に
は
、
今
な
お
学
生
自
治
組
織
的
な

性
格
が
残
っ
て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
禍
で
渋
谷
区
青
山
常
盤
松
の
校
舎
を
焼

失
し
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
本
学
の
戦
後
復
興
を
支
え

た
の
も
応
援
団
で
あ
る
。「
団
結
な
く
し
て
母
校
の
発
展
は
な
し
」

と
の
標
語
の
下
、「
勉
強
の
で
き
る
環
境
作
り
・
運
動
場
の
整
備
」

に
向
け
全
学
生
の
協
力
を
引
き
出
す
こ
と
に
尽
力
し
た
。
そ
し
て
、

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
２
月
16
日
に
予
科
、
専
門
部
、
学
部
の

応
援
団
を
統
一
し
、「
東
京
農
業
大
学
全
学
応
援
団
」
と
し
て
戦
後

の
活
動
を
本
格
化
し
た
。

１
９
５
３
（
昭
和
28
）
年
に
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
（
現
在
の
吹

奏
楽
部
）
が
創
設
さ
れ
、
さ
ら
に
１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年
に
は

バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
部
（
現
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
）
が
創
設
さ
れ
、

現
在
の
３
部
体
制
が
で
き
上
が
っ
た
。
さ
ら
に
、
１
９
８
９
（
平

成
元
）
年
に
開
学
し
た
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
支

部
が
置
か
れ
、
本
部
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
リ
ー
ダ
ー
部
、
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
部
、
吹
奏
楽
部
の
３
部
体
制
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
５
年
時
点
で
の
部
員
数
は
、
リ
ー
ダ
ー
部
15
名
、
チ
ア

［東京農業大学］
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リ
ー
ダ
ー
部
21
名
、
吹
奏
楽
部
72
名
。
総
勢
１
０
８
名
が
応
援
団

活
動
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
リ
ー
ダ
ー
部
２
名
を

含
め
た
部
員
数
の
約
70
％
は
女
性
で
あ
る
。
今
や
応
援
団
の
伝
統

で
あ
っ
た
男
気
を
鼓
舞
す
る
バ
ン
カ
ラ
気
質
は
影
を
潜
め
、
女
性

が
応
援
団
活
動
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
状
況
も
あ
っ
て
か
、
近
年
で
は
、
応
援
活
動
を
通
し

て
「
他
者
に
貢
献
す
る
」
と
い
っ
た
、
利
他
の
精
神
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
に
惹
か
れ
て
参
加
す
る
学
生
が
増
え
て
き
た
。
例
え
ば
、

競
技
団
体
の
規
定
で
応
援
に
楽
器
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
場
合
に
は
、

吹
奏
楽
部
や
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
部
員
が
、
い
つ
も
以
上
に
声
を
振

り
絞
っ
て
応
援
し
て
い
る
。
ひ
た
す
ら
選
手
を
鼓
舞
し
、
彼
ら
の
勝

利
を
願
う
姿
に
は
、
純
粋
な
利
他
の
思
い
を
感
じ
る
。

彼
ら
の
活
動
は
運
動
部
の
応
援
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
入
学

式
・
卒
業
式
等
の
大
学
行
事
は
も
と
よ
り
、
地
元
の
商
店
街
や
神

社
の
お
祭
り
、
警
察
署
の
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
特
に
地
元
と
は
戦
後
の

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
か
ら
80
年
、
相
互
の
信
頼
関
係
が
醸
成
さ
れ
、

「
リ
ー
ダ
ー
公
開
」
な
ど
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
近
隣

の
方
が
多
い
。

変
化
が
激
し
く
物
事
が
複
雑
化
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
も
、
利

他
の
心
を
持
っ
て
行
動
す
る
彼
ら
の
姿
は
、
人
々
の
共
感
を
呼
ん

で
い
る
。
多
く
の
方
に
愛
さ
れ
る
応
援
団
を
目
指
し
て
、
試
行
錯

誤
を
重
ね
な
が
ら
日
々
練
習
に
励
ん
で
く
れ
て
い
る
。
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
。

（
参
考
資
料
：
東
京
農
大
全
学
応
援
団
「
応
援
歌
集
」）
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ー
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１
０
８
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援
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２
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。
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献
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。
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。
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醸
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」
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加盟校の幸福度ランキングアップ 《応援団編》

西
南
学
院
大
学
の
応
援
指
導
部
は
、

応
援
団
、
吹
奏
楽
団
、
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
３
つ
の
団
体
か
ら
構
成
さ
れ

る
。
通
常
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
三
部
が
一
体
と

な
っ
て
応
援
す
る
の
は
、
硬
式
野
球

部
の
西
福
戦
（
西
南
学
院
大
学
Ｖ
Ｓ

福
岡
大
学
）
で
の
応
援
合
戦
や
、
入

学
式
・
同
窓
会
な
ど
の
学
内
行
事
で

あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
を
招
い
て
の
応
援
指
導
部
全
体
の

懇
親
会
が
あ
っ
た
が
、
近
年
は
そ
の

伝
統
も
途
絶
え
、
三
部
の
横
の
つ
な

が
り
が
な
く
な
り
は
じ
め
て
い
る
の

が
目
下
の
悩
み
と
な
っ
て
い
る
。

１
９
５
５
年
に
創
設
さ
れ
た
吹
奏

楽
団
は
、
常
時
約
30
名
の
部
員
が
在

籍
し
、
九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

銀
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
定
評
あ
る

演
奏
の
歴
史
を
も
つ
。
か
つ
て
は

『
男
は
つ
ら
い
よ 

花
も
嵐
も
寅
次
郎
』（
１
９
８
２
年
公
開
）
の
舞

台
と
も
な
っ
た
大
分
県
の
湯
平
温
泉
で
夏
期
合
宿
を
行
い
、
演
奏

の
練
習
だ
け
で
は
な
く
、地
元
民
と
の
交
流
を
通
し
て
人
格
を
陶
冶

す
る
活
動
も
行
っ
て
い
た
。
利
用
し
て
い
た
施
設
が
廃
止
さ
れ
た

た
め
、
残
念
な
が
ら
今
は
そ
の
伝
統
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
近

年
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
に
福
岡
で
開
催
さ
れ
る
「
博
多

ど
ん
た
く
港
ま
つ
り
」
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
パ
レ
ー
ド
を
行
う
こ
と
で
地
元
で
は
知
ら
れ
て
い
る
。

１
９
６
５
年
に
創
設
さ
れ
た
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
が
元
と
な
っ
た

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
、
当
時
存
在
し
た
短
期
大
学
部
の
学
生
が
主
た

る
メ
ン
バ
ー
の
団
体
で
あ
っ
た
。
一
時
休
部
状
態
と
な
り
、
本
格

的
に
復
活
し
た
の
は
１
９
９
３
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ー
テ
ィ
ー

ズ
（H

earties

）
と
い
う
名
称
を
も
ち
、
こ
ち
ら
も
部
員
は
約
30

名
在
籍
し
て
い
る
。
体
育
会
の
各
団
体
の
公
式
戦
で
華
や
か
な
応

援
活
動
を
す
る
一
方
で
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
全
国
大
会
の
競
技

部
門
に
お
い
て
、
好
成
績
を
お
さ
め
て
き
た
。
２
０
２
４
年
に
開

催
さ
れ
た
全
国
学
生
選
手
権
で
は
、
競
技
部
門
（
女
子
）
に
お
い

て
過
去
最
高
の
全
国
第
７
位
の
好
成
績
を
お
さ
め
た
。
秋
の
学
園

祭
で
は
模
擬
店
出
店
の
際
に
部
員
た
ち
と
の
撮
影
会
な
ど
を
行
い
、

人
気
を
博
し
て
い
る
。

［西南学院大学］

河原 真也　西南学院大学外国語学部教授

三位一体となって、応援団再興へ

ゆ
の
ひ
ら

と
う 

や

124

応
援
指
導
部
の
中
で
一
番
歴
史
を
も
つ
の
が
応
援
団
で
あ
る
。

１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
に
創
部
し
、
最
盛
期
に
は
30
名
以
上
の

団
員
を
誇
っ
て
い
た
。
北
部
九
州
に
あ
る
応
援
団
を
有
す
る
大
学

と
の
交
流
の
場
「
九
演
会
」
で
は
、
伝
統
あ
る
演
舞
で
存
在
感
を

示
し
て
き
た
。
大
学
史
関
連
の
資
料
を
紐
解
く
と
、
バ
ン
カ
ラ
要

素
を
前
面
に
出
し
た
応
援
団
の
学
生
た
ち
の
活
躍
ぶ
り
が
見
受
け

ら
れ
、
往
時
が
偲
ば
れ
る
。
面
白
い
の
は
、
九
演
会
用
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
あ
る
企
業
協
賛
の
広
告
欄
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
当
時
の

学
生
や
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
通
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
九
州
を
代
表
す
る

歓
楽
街
・
中
洲
の
ス
ナ
ッ
ク
の
広
告
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
の
だ
。

そ
こ
に
は
宣
伝
文
句
と
と
も
に
、
学
生
料
金
も
提
示
さ
れ
て
お
り
、

「
夜
の
応
援
団
」
と
い
う
一
面
も
窺
い
知
れ
る
。

２
０
０
０
年
代
に
な
り
、
バ
ン
カ
ラ
気
質
も
失
せ
、
応
援
団
へ

の
入
部
希
望
者
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
く
。
一
時
活
動
を
休
止
し

た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
２
０
２
０
年
に
１
人
の
女
子
学
生
が
入
団

し
、
卒
業
ま
で
の
４
年
間
、
た
っ
た
独
り
で
応
援
団
を
支
え
続
け
た
。

彼
女
の
応
援
団
と
し
て
の
活
動
の
様
子
は
、
全
国
ネ
ッ
ト
の
テ
レ

ビ
番
組
で
も
放
映
さ
れ
、
地
元
福
岡
で
は
そ
れ
な
り
に
認
知
さ
れ

る
存
在
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
番
組
を
一
視
聴
者
と
し
て
目
に
し
、

そ
の
姿
に
憧
れ
を
抱
い
た
熊
本
出
身
の
女
子
学
生
が
入
団
す
る
に

至
っ
た
。
彼
女
は
３
年
次
か
ら
２
年
間
、
団
長
と
し
て
独
り
で
応

援
活
動
を
行
い
、
現
役
学
生
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
た
。

そ
の
彼
女
も
卒
業
し
た
本
年
度
、
再
度
休
部
の
危
機
を
迎
え
る

事
態
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
矢
先
に
、
１
人
の
男
子
学
生
が
入
団

し
、
応
援
団
の
歴
史
を
な
ん
と
か
継
承
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し

て
こ
の
６
月
に
神
宮
球
場
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
学
野
球
選
手
権

大
会
に
出
場
し
た
硬
式
野
球
部
の
応
援
に
、
応
援
指
導
部
の
メ
ン

バ
ー
全
員
と
と
も
に
筆
者
も
駆
け
付
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
雨

が
降
る
中
で
、
野
球
部
の
ス
タ
ン
ド
応
援
組
と
と
も
に
、「
コ
ン

バ
ッ
ト
・
マ
ー
チ
」、「
サ
ウ
ス

ポ
ー
」、「
ル
パ
ン
三
世
の
テ
ー

マ
」
な
ど
定
番
の
応
援
歌
で
野

球
部
の
必
勝
を
祈
り
、
精
い
っ

ぱ
い
応
援
す
る
部
員
た
ち
の
姿

を
目
に
す
る
と
、
時
代
は
変
わ

れ
ど
、
応
援
指
導
部
に
流
れ
る

西
南
魂
は
今
で
も
生
き
続
け
て

い
る
の
だ
と
感
銘
を
受
け
た
。

応援指導部。2025年6月10日、神宮球場にて。

125



応
援
指
導
部
の
中
で
一
番
歴
史
を
も
つ
の
が
応
援
団
で
あ
る
。

１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
に
創
部
し
、
最
盛
期
に
は
30
名
以
上
の

団
員
を
誇
っ
て
い
た
。
北
部
九
州
に
あ
る
応
援
団
を
有
す
る
大
学

と
の
交
流
の
場
「
九
演
会
」
で
は
、
伝
統
あ
る
演
舞
で
存
在
感
を

示
し
て
き
た
。
大
学
史
関
連
の
資
料
を
紐
解
く
と
、
バ
ン
カ
ラ
要

素
を
前
面
に
出
し
た
応
援
団
の
学
生
た
ち
の
活
躍
ぶ
り
が
見
受
け

ら
れ
、
往
時
が
偲
ば
れ
る
。
面
白
い
の
は
、
九
演
会
用
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
あ
る
企
業
協
賛
の
広
告
欄
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
当
時
の

学
生
や
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
通
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
九
州
を
代
表
す
る

歓
楽
街
・
中
洲
の
ス
ナ
ッ
ク
の
広
告
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
の
だ
。

そ
こ
に
は
宣
伝
文
句
と
と
も
に
、
学
生
料
金
も
提
示
さ
れ
て
お
り
、

「
夜
の
応
援
団
」
と
い
う
一
面
も
窺
い
知
れ
る
。

２
０
０
０
年
代
に
な
り
、
バ
ン
カ
ラ
気
質
も
失
せ
、
応
援
団
へ

の
入
部
希
望
者
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
く
。
一
時
活
動
を
休
止
し

た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
２
０
２
０
年
に
１
人
の
女
子
学
生
が
入
団

し
、
卒
業
ま
で
の
４
年
間
、
た
っ
た
独
り
で
応
援
団
を
支
え
続
け
た
。

彼
女
の
応
援
団
と
し
て
の
活
動
の
様
子
は
、
全
国
ネ
ッ
ト
の
テ
レ

ビ
番
組
で
も
放
映
さ
れ
、
地
元
福
岡
で
は
そ
れ
な
り
に
認
知
さ
れ

る
存
在
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
番
組
を
一
視
聴
者
と
し
て
目
に
し
、

そ
の
姿
に
憧
れ
を
抱
い
た
熊
本
出
身
の
女
子
学
生
が
入
団
す
る
に

至
っ
た
。
彼
女
は
３
年
次
か
ら
２
年
間
、
団
長
と
し
て
独
り
で
応

援
活
動
を
行
い
、
現
役
学
生
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
た
。

そ
の
彼
女
も
卒
業
し
た
本
年
度
、
再
度
休
部
の
危
機
を
迎
え
る

事
態
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
矢
先
に
、
１
人
の
男
子
学
生
が
入
団

し
、
応
援
団
の
歴
史
を
な
ん
と
か
継
承
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し

て
こ
の
６
月
に
神
宮
球
場
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
学
野
球
選
手
権

大
会
に
出
場
し
た
硬
式
野
球
部
の
応
援
に
、
応
援
指
導
部
の
メ
ン

バ
ー
全
員
と
と
も
に
筆
者
も
駆
け
付
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
雨

が
降
る
中
で
、
野
球
部
の
ス
タ
ン
ド
応
援
組
と
と
も
に
、「
コ
ン

バ
ッ
ト
・
マ
ー
チ
」、「
サ
ウ
ス

ポ
ー
」、「
ル
パ
ン
三
世
の
テ
ー

マ
」
な
ど
定
番
の
応
援
歌
で
野

球
部
の
必
勝
を
祈
り
、
精
い
っ

ぱ
い
応
援
す
る
部
員
た
ち
の
姿

を
目
に
す
る
と
、
時
代
は
変
わ

れ
ど
、
応
援
指
導
部
に
流
れ
る

西
南
魂
は
今
で
も
生
き
続
け
て

い
る
の
だ
と
感
銘
を
受
け
た
。

応援指導部。2025年6月10日、神宮球場にて。

125


